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概要 : この資料では、Microsoft® SQL Server 2005 のファミリに追加された、無償で使いやすいデータベース ツールである Express Manager の CTP について紹介します。
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Express Manager December 2004 Community Technology Preview (CTP)
はじめに
Microsoft SQL Server 2005 Express Manager (Express Manager) は、新しい簡易版のデータベース ツールで、Microsoft Windows .NET Framework 2.0 をベースに構築されています。Express Manager は無償でダウンロードできます。この製品を使用すると、SQL Server 2000、SQL Server 2000 Desktop Engine (MSDE 2000)、および SQL Server 2005 Developer Edition と Express Edition のデータベースをローカルおよびリモートのコンピュータで管理できます。 

注   Express Manager December 2004 Community Technology Preview (CTP) は、SQL Server 2000 を実行しているローカル コンピュータではサポートされません。
Express Manager は、SQL Server 管理ツール ファミリのその他の優れたアプリケーションと組み合わせて使用することで、SQL Server データベースを管理するためにさまざまオプションを使用することが可能となります。
Express Manager には以下の機能があります。
SQL Server 2005、SQL Server 2000、および MSDE 2000 の多くの管理タスクに対するサポート
· Database Engine を管理するための 1 つに統合された環境
· オブジェクトを管理するための新しい管理ダイアログ ボックス
Express Manager December CTP では、[New Database] ダイアログ ボックスのみをサポートしています。今後のリリースで、さらに多くのダイアログ ボックスがサポートされる予定です。
複数の結果セットをサポートする堅牢なクエリ エディタ
· オブジェクト エクスプローラ
オブジェクトを型やスキーマごとに参照、管理するための統合されたツールです。オブジェクト エクスプローラには、[View] メニューからアクセスできます。
なぜ Express Manager なのでしょうか
長期的な目標は、Express Manager を簡易版で使いやすいツールに位置付け、Microsoft Access クライアント / サーバー プロジェクトと SQL Server Management Studio (SSMS) との格差をなくすことです。Express Manager のダイアログ ボックスは、すべてのプロパティを表示する SQL Server のダイアログ ボックスとは対照的に、一般的なシナリオ向けにシンプルにデザインされています。たとえば、新しいデータベースを作成する場合、SSMS のダイアログ ボックスでは多数のプロパティの情報を入力する必要がありますが、Express Manager では、データベース名とデータベースのファイルの場所を入力するだけです。このシンプルなデザインにより、SQL Server を初めて使用するユーザーにとって、より使いやすいユーザー インターフェイスになっています。
最初のプレビュー リリースでは、クエリ エディタおよびオブジェクト エクスプローラという、機能を提供しています。これらの機能によって、SSMS の .NET マネージ コンポーネントをどのようにして再利用できるのかを示します。また、[New Database] ダイアログ ボックスを導入し、今後リリースする機能の基礎となる Express Manager シェルの ユーザー インターフェースの拡張性を試しています。
クエリ エディタはスタンドアロンで、SQL スクリプト ファイルの作成と編集を行なうのに便利なツールであることが、データベース管理者にお分かりいただけると思います。クエリ エディタはクエリ アナライザの機能と似ています。 

Express Manager の今後のプレビュー リリースでは、以下のような機能を追加することを検討しています。
· .MDF ファイルから、SQL Server 2005 Express Edition (SQL Server Express) エンジンにアタッチできる機能
· データベースのバックアップ
データをインポート / エクスポートするためのウィザード
· テーブル作成ウィザード
· テーブルおよびビューのデータを、レコードの値を変更できるグリッドで参照する機能
· SQL Server Reporting Services クライアント コントロールを使用するレポート ウィザードの作成。
Express Manager にはどのような機能が必要なのか、みなさまからの意見が非常に重要です。今後 http://blogs.msdn.com/sqlexpress (英語) で行われるアンケートにご協力ください。 

システム要件
ハードウェア要件
· 600 MHz 以上のプロセッサ。1 GHz のプロセッサを推奨。
· 256 MB 以上の RAM (セットアップ時の警告対象)。512 MB の RAM を推奨。
· 170 MB 以上のハード ディスクの空き領域 (前提条件として Microsoft .NET が必要)。
800 × 600、256 色以上のビデオ (1024 × 768、High Color – 16 ビットを推奨)。
ソフトウェア要件
· Microsoft Internet Explorer 6.0 SP1 以降
· Microsoft .NET Framework 2.0

· SQL Server Express または SQL Server 2005 Developer Edition のいずれかの December CTP リリース
注   コンピュータに、SQL Server Express Edition または SQL Server 2005 Developer の Beta 2 を既にインストールしている場合、Express Manager は機能しません。
オペレーティング システム
· Microsoft Windows 2000 Professional SP4

· Microsoft Windows 2000 Server SP4

· Microsoft Windows 2000 Advanced Server SP4

· Microsoft Windows 2000 Datacenter Server SP4

· Microsoft Windows XP Professional Edition SP1 以降
· Microsoft Windows Server 2003 以降
· Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition 以降
· Microsoft Windows Server 2003 Datacenter Edition 以降
· Microsoft Windows Small Business Server 2003 Standard Edition 以降
· Microsoft Windows Small Business Server 2003 Premium Edition 以降
SQL Server インスタンスへの接続
Express Manager のツールでは、一度に 1 つの接続のみをサポートしています。適切なインスタンス名を使用してローカル インスタンスに接続できます。ローカル インスタンスに接続する際に、適切なインスタンス名でサーバー インスタンス名を指定する代わりに、(local)、localhost、またはピリオド (.) を使用できます。
他のサーバー インスタンスに接続を変更する場合は、File | Connect コマンドを使用できます。接続を変更すると、開いているすべてのエディタ ウィンドウで、クエリの実行時に新しい接続が使用されます。
Express Manager を閉じる際には、アプリケーションがシャットダウンされる前に、すべてのトランザクションが完了していることが確認されます。
ネットワーク接続が有効な場合、Express Manager を使用して、SQL Server 2000 (MSDE 2000 を含みます) のインスタンス、および SQL Server Express を含む SQL Server 2005 Beta 2 以降のインスタンスにリモートで接続できます。
コマンド ライン パラメータ
Express Manager はコマンド プロンプトで起動できます。 

コマンド プロンプトで次のパラメータを使用して Express Manager を起動するには
1. コマンド プロンプトを開きます。
2. Express Manager のインストール ディレクトリ (ドライブ : \ProgramFiles\MicrosoftSQLServer2005ExpressManager) に移動します。
3. 「xm.exe」と入力し、必要に応じて引数を入力します。
引数
-?

Express Manager のコマンド プロンプトの用途を表示します。
-S server_name[\instance]
接続先の SQL Server インスタンスの名前を指定します。
たとえば、SQL Server Express の既定のインスタンスに接続する場合は、localhost\SQLEXPRESS を使用します。インスタンスの詳細については、SQL Server Express Books Online の「Using Named Instances」 (英語) を参照してください。SQL Server Express Books Online は、SQL Server Express Books Online のダウンロード センター よりダウンロードできます。
-d database
接続先のデータベースの名前を指定します。
-U user_login 
SQL Server 認証を使用する場合に SQL Server への接続に使用するログオンの名前を指定します。
-P password
SQL Server 認証を使用する場合に SQL Server への接続に使用するログオンに関連付けられたパスワードを指定します。
-E
SQL Server への接続時に Windows 認証を使用します。
-f file_name1 [,file_name2,...n]
Express Manager の起動時にエディタに読み込む Transact-SQL スクリプト ファイルを 1 つ以上指定します。
Express Manager のクエリ エディタ 

クエリ エディタの機能
Express Manager のクエリ エディタには以下の機能があります。
· クエリ ウィンドウをタブ形式でドキュメント ウィンドウ内に表示します
· クエリ結果をグリッドやテキスト ウィンドウ内に表示します。または、ファイルにリダイレクトします。
· 結果を表示するグリッドをタブ形式の個別のウィンドウとして表示します
· 同時に複数のクエリ エディタ インスタンスを開くことができます。 

· 複数の結果セットをサポートしています。 

· Results to Grid モードを使用している場合、複数の SELECT ステートメントを含む Transact-SQL スクリプトを実行すると、実行されたステートメントのうち、最初の 25 ステートメントの結果セットのみが表示されます。
· Results to Text モードまたは Results to File モードでは、サポートされる結果セットの数に制限がありません。
· クエリの実行中に、そのクエリをキャンセルするオプションを提供しています。
· クエリの実行時間が 2 秒を超える場合、そのクエリをキャンセルできます。クエリをキャンセルした場合は、キャンセルするまでの期間にフェッチできたすべての内容が結果として表示されます。 

· クエリ エディタ ウィンドウ内のテキストのサイズを増やすには、[View] をクリックして [Increase the Size] をクリックします。
· オブジェクトを、オブジェクト エクスプローラからクエリ エディタにドラッグ アンド ドロップできます。
· クエリ エディタ内で、テキスト操作の再実行や、元に戻すことができます。
· [Edit] メニューの [Undo] または [Redo] をクリックします。
· 複雑なステートメントを読みやすくするために、構文の色を設定できます。次の表に、Express Manager クエリ エディタで使用されている最も一般的な色の設定を示します。
表 1   Express Manager のクエリ エディタにおける色の設定
	色
	カテゴリ

	赤
	文字および文字列

	濃い緑
	コメント

	濃い灰色
	演算子

	青
	キーワード


クエリ エディタのコンポーネント
クエリ エディタには以下のウィンドウがあります。
· クエリ エディタ ウィンドウ。このウィンドウから、スクリプトの記述、実行、および保存を行います。
· 結果ウィンドウ。このウィンドウから、クエリの結果をグリッドやテキストで表示することができます。また、クエリ エディタ ウィンドウの [Show Results] を使用して、結果ウィンドウの表示をオンまたはオフにすることができます。
· メッセージ ウィンドウ。このウィンドウには、クエリがどのように実行されたのかが表示されます。たとえば、エラーや返された行数が表示されます。
クエリ エディタへのアクセス 

· [Query] メニューの [New Query] をクリックします。 

[Query Editor] ウィンドウが開きます。
[New Database] ダイアログ ボックス
Express Manager December CTP では、新しいデータベースの作成をサポートしています。
注   Express Manager の今後のリリースでは、さまざまなデータベース タスクの実行に役立つ追加のダイアログ ボックスをサポートします。 

新しいデータベースを作成する方法
1. オブジェクト エクスプローラで、[Database] を右クリックして [New Database] をクリックします。 
[New Database] ダイアログ ボックスが開きます。
2. データベースの名前と場所を指定して [Apply] をクリックします。 

マウス ポインタを [Database name] フィールドや [Database location] フィールドにあわせると、ダイアログ ボックスの右側にヘルプ テキストが表示されます。 

まとめ
この資料では、SQL Server 2005 ファミリに加わった、無償で使いやすいデータベース ツール  Express Manager December CTP の機能について説明しました。
関連情報
http://www.microsoft.com/japan/sql/default.mspx
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/2005/express/sql/ 
http://blogs.msdn.com/sqlexpress (英語)
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